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研究報告書 

  今までの共同実験により、CCR4-NOT 複合体の脱アデニル活性のある構成分子 CNOT7 と

CNOT8 を精子細胞特異的に欠損させた Cnot7/Cnot8 欠損マウス（Nanos3-Cnot7/Cnot8）は精

子形成不全を伴う男性不妊であることを明らかにした。精子形成における CNOT7 と CNOT8 を介し

た mRNA 分解の分子機構を解明する為に、対照群のマウス精巣と精子細胞特異的 Cnot7/Cnot8

欠損マウス精巣から抽出した Total RNA を用いて、RNA-seq 解析を行っている。Linux と R を使用

した edgeR により RNA-seq 解析を行い、CNOT7 と CNOT8 の欠損により発現が上昇する mRNA と

減少する mRNA を同定する。 


